
























（1） トロッコ問題は、フィリッパ・フット（Philippa Ruth Foot）が考案し（Foot 1967）、ジュディス・ジャーヴィ
ス・トムソン（Judith Jarvis Thomson）が定式化（Thomson 1985）した思考実験である。本稿で言及する「ト






























































そして、決断者が安全なところにおり（「安全地帯（Safety Zone）」、「犠牲者になる可能性（Possibility of 
Becoming a Victim）」を捨象して選択する側に誘導されており、その選択には「選択の自由を奪われた死せ



















































































































































































































































成する（Huebner ＆ Hauser 2011, p. 83）。次に、ジェシーではなく、あなた自身を犠牲にするか
どうか尋ねる。48％が自分を犠牲にせず進路を変えることを選び、33.7％が自己犠牲を選択す
















































































摘したうえで、以下のような選択肢を準備する（以下は下記を参照、Shallow et al. 2011）。 
　 1． 押しての介入（Push intervention）：一人を押すことにより5人が救われる。（ただし一人
が死ぬ） 
 　2． スウィッチでの介入（Switch intervention）：違う路線にトロッコを切り替えることで5人
が救われる（ただし2人が死ぬ） 
 　4． スウィッチでの介入（Switch intervention）：違う路線にトロッコを切り替えることで5人
が救われる（ただし4人が死ぬ） 
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